
ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。

農林金融2008・3
34 - 142

〔要　　　旨〕

１　世界のマグロ消費は刺身と缶詰に大きく分けられるが，わが国は主に刺身，海外は缶詰

という消費上の特徴がある。海外での刺身消費も拡大傾向にあるが，ここ数年という期間

で考えれば，刺身消費の大半をわが国が占めるという状況に大きな変化はないであろう。

２　刺身向けマグロの供給量は，脂身マグロの増加，赤身マグロの減少という内容的な変化

を伴いながらも，わが国生産量の減少を輸入が補う形で増加し，おおむね50万トン前後で

推移している。とはいえ，現時点での供給量減少は限定的だが資源状況は厳しく，将来的

にはいっそうの減少が見込まれる。

一方需要面では，依然マグロ人気の高さはみられるものの，2003年以降減少傾向にある

生鮮魚介類支出への連動性が高まるなど，変調の兆しもみえる。

３　90年代前半の急速な低下を経て，90年代後半以降弱含み推移となっていたマグロの消費

地価格は，直近では脂身マグロ上昇，赤身マグロ弱含みという新たな兆候をみせている。

脂身マグロの価格上昇は卸売数量の減少を反映したものだが，台湾船減船あるいは燃油高

騰を受けた休漁の増加等を背景に，今後供給量の減少が具体化する赤身マグロにも波及す

るかどうかが注目される。

４　家計支出や水産物消費，あるいはマグロ消費の現状に照らせば，脂身マグロについては

一定程度の価格上昇余地はあろうが，赤身マグロに関しては厳しい状況が続こう。

水産物は再生産可能な天然資源であり，食料として貴重である。水産物全般に，燃油の

高騰等による漁業生産コストの上昇が魚価に反映しない状況が続いているが，食料確保の

視点からも，持続的な漁業生産が可能となる魚価形成に期待したいものである。

マグロの需給と価格形成をめぐる動向
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一般に，水産物の価格形成要因は，当該

品の需給関係（供給事情，需要事情）のほ

か，畜産物等あるいは魚種間での競合に大

きく分けられるが，マグロも
（注１）

例外ではない。

マグロの場合は，その生産や消費が世界規

模であり，わが国の供給量に占める輸入割

合も６割を上回る状況にある。このため，

海外での生産や消費動向，あるいはそれら

を反映する国際価格の動向（為替動向を含

む）なども加味した要因分析が必要となる。

しかし，海外でのマグロ消費の主体は缶

詰であり，マグロ類のなかでも「かつお」

「びんなが」「きはだ」がその中心的な魚種

となる。現に，一部不漁という事情もある

が，これら魚種については，世界的な需要

の高まりから価格が高騰し，わが国でもツ

ナ缶詰の価格引上げやかつおぶし生産の一

時休止等の影響がでている。

一方，刺身マグロに限定すれば，ほとん

どが日本向けとなるため，海外での生産事

情を除き，国際価格の動向等の要因を捨象

しても大きな支障はないものと思われる。
（注２）

確かに，海外での刺身消費も拡大しつつあ

るが，（社）責任あるまぐろ漁業推進機構

の調査によれば，その市場規模は5.8万ト

ンから最大9.2万トン程度と推計されてい

る（第１表）。海外市場でのわが国の「買

い負け」も指摘されるように，海外での刺

身マグロ消費は今後も拡大するものとみら

れるが，ここ数年という期間で考えれば，

刺身マグロ消費の大半をわが国が占めると

いう事情に大きな変化は生じないだろう。
（注３）

こうした前提に立てば，

①供給事情（わが国の漁獲動向，海外の漁

獲動向，海外およびわが国のマグロ養殖の動

向，在庫の状況，あるいはそれらを反映した

輸入動向など），

目　次

はじめに

１　マグロの需給動向

（１） 供給動向

（２） 需要動向

２　マグロの価格動向

（１） 産地価格の動向

（２） 消費地価格の動向

（３） 在庫量と価格動向

３　魚価形成をめぐる動向と展望

（１） 量販店における価格設定

（２） 今後の展望

はじめに

（単位　千トン） 

アメリカ 
EU 
韓国 
台湾 
中国 

 合　計 

資料　（社）責任あるまぐろ漁業推進
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②需要事情（所得水準，肉類や他魚種への

代替も含めた消費動向など），

③①と②をつなぐ流通業者（輸入業者，

最大の売り場であるスーパー等量販店）の取

扱方針，

などがマグロの価格形成に影響するものと

考えられる。

本稿は，これらの要因分析を内容とする

が，その背景にあるマグロ流通の特殊性に

ついては省略している（出村（2004）参照）。

（注１）本稿では，総称的に使用する場合は「マグ
ロ」とカタカナで，個別種についてはひらがな
（「くろまぐろ」「めばち」等）で表記した。なお，
「まぐろ」は「くろまぐろ」と「みなみまぐろ」
の総称として使用する。

（注２）「めばち」の消費地市場価格（月次）が，
為替の変動にもかかわらずほぼ一定で推移して
いることなども，一つの証左と言えよう（後掲
第５図）。本稿では，産地価格と輸入価格の動向
比較等，一部の分析に関しては為替動向も加味
するが，多くの場合捨象する。

（注３）「ヨーロッパでの消費は急激に伸びている
が，消費拡大に当たっての難点は超低温での流
通網が弱いこと」（業界関係者談）との指摘もあ
り，消費拡大は当面限定されよう。

（１） 供給動向

マグロ類について，農林水産省の『漁

業･養殖業生産統計年報』等では「くろま

ぐろ」「みなみまぐろ」「めばち」「きはだ」

「びんなが」「その他のまぐろ類」に分類し

ている。このうち，「その他のまぐろ類」

を除く５種が一般にマグロと呼ばれるが，

その生産量は世界全体で206.5万トンであ

り，日本25.1万トン，台湾24.4万トン，ス

ペイン15.0万トン，メキシコ13.5万トン等
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が主たる生産国となっている（2004年）。

魚種別では，「きはだ」が138.4万トン

（67％）と過半を占め，以下「めばち」40.5

万トン（20％），「びんなが」21.6万トン

（10％），「くろまぐろ」4.4万トン（２％），

「みなみまぐろ」1.5万トン（１％）と続く。

この世界全体漁獲量の約32％が日本向けに

供給されている。

世界のマグロ消費は刺身と缶詰に大きく

分けられるが，わが国の場合は刺身消費が

圧倒的である。ちなみに，産地市場におけ

るマグロの用途別出荷量割合（05年）は，

「まぐろ」が100％，「めばち」98％，「きは

だ」97％が生鮮消費向けとなっており，圧

倒的に刺身向けという状況である（農林水

産省『水産物流通統計年報』参照）。こうし

た状況を踏まえ，以下では刺身向けマグロ

を中心に，供給動向を整理する。

前記５種のマグロのうち，一般にこのよ

うな刺身向け商材とされるのは「びんなが」

を除く４魚種で
（注４）

あり，この４種のマグロの

わが国への供給量（＝国内生産量＋輸入量）

は，90年以降おおむね50万トン前後で推移

している（第２表）。国際漁業再編対策と

しての遠洋マグロ延縄漁船の減船事業（98

年），あるいはそれ以降も経営の困難化か

ら漁船の減少が続くわが国の生産量は減少

傾向にあるが，それをカバーする形で輸入

量が増加している。

刺身マグロは，一般に脂身（トロ）商材

と赤身商材に区分される。マグロの魚種で

区分すれば，「くろまぐろ」と「みなみま

ぐろ」が脂身商材であり，「めばち」と

１　マグロの需給動向
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「きはだ」が赤身商材である。この点に着

目して第２表をみれば，99年以降脂身商材

が大きく伸長している一方で，赤身商材が

ほぼ横ばい，むしろ03年以降は減少気味に

推移しているという，新たな特徴が浮かび

上がる。近年の脂身商材の増加は，05年等

日本海でのまき網による漁獲も一部寄与し

ているが，基本的には主に輸入「くろまぐ

ろ」によってもたらされており，さらに言

えば地中海地域とメキシコでの蓄養マグロ

の拡大が大きくかかわっている。

しかし，今後もこうした状況が続くと楽

観するわけにはいかないだろう。「みなみ

まぐろ保存委員会（CCSBT）」はわが国の

「みなみまぐろ」漁獲枠の半減（07年漁期か

ら５年間）を決定し，さらに「大西洋まぐ

ろ類保存国際委員会（ICCAT）」もわが国

の「くろまぐろ」漁獲枠を06年比23％減

（2010年時点）とする等，いずれもわが国の
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漁獲量削減が現実のものとなった。

確かに，今回決定したわが国の漁獲枠削

減は４千トン弱であり，50万トン前後で推

移してきたわが国のマグロ供給量と比べれ

ばそれほど大きなものではなく，削減対象

となった「くろまぐろ」「みなみまぐろ」

に限定しても供給量の６％程度に過ぎな

い。しかし，とくに脂身商材である「くろ

まぐろ」「みなみまぐろ」を中心にマグロ

類の資源状況は大幅に悪化しており，資源

水準が低位にあるばかりか，その動向も減

少ないし横ばいとされている（第３表）。

今後一層の漁獲規制強化は必然であり，そ

れに伴い，わが国への供給量の多くを担っ

てきた地中海の蓄養マグロ事業も縮小す

る。わが国についても，「我が国周辺クロ

マグロ資源の利用に関する検討会」が中間

報告をまとめるなど，資源管理問題は新た

な展開をみせ始めた。

資料　農林水産省『漁業・養殖業生産統計』（生産量）, 財務省「貿易統計」（輸入量）         
（注）１　マグロ類は, くろまぐろ, みなみまぐろ, めばち, きはだの４種類の合計。         

２　９４年までの「くろまぐろ」国内生産量には, 「みなみまぐろ」が含まれる。         
３　脂身商材は（くろまぐろ＋みなみまぐろ）, 赤身商材は（めばち＋きはだ）で算出。        

第2表　マグロ類の供給量（推計）の推移 

輸入量 供給量 生産量 

くろ 
まぐろ 

９０年 
９１ 
９２ 
９３ 
９４ 

９５ 
９６ 
９７ 
９８ 
９９ 

００ 
０１ 
０２ 
０３ 
０４ 

０５ 

１４ 
１６ 
１７ 
１７ 
１９ 

１１ 
１１ 
１１ 
８ 
１６ 

１７ 
１１ 
１２ 
１１ 
１４ 

１９ 

みなみ 
まぐろ 

 
 
 
 
 

６ 
６ 
６ 
７ 
７ 

６ 
６ 
６ 
５ 
５ 

６ 

めばち 

１２２ 
１２５ 
１４４ 
１４０ 
１２６ 

１１６ 
１０２ 
１０８ 
９９ 
９９ 

８７ 
９０ 
９０ 
８３ 
８０ 

７２ 

きはだ 

９８ 
１０８ 
１２３ 
１２７ 
１０６ 

１１２ 
８０ 
１１２ 
９４ 
９７ 

９９ 
１０２ 
７３ 
７９ 
７７ 

８３ 

合計 

２３４ 
２４８ 
２８３ 
２８３ 
２５１ 

２４６ 
１９９ 
２３８ 
２０８ 
２１９ 

２０９ 
２０９ 
１８１ 
１７８ 
１７５ 

１８０ 

７ 
７ 
５ 
７ 
１０ 

１３ 
１１ 
１４ 
１２ 
１３ 

１４ 
１６ 
１７ 
２２ 
２６ 

２５ 

- 
- 
- 
３ 
４ 

５ 
６ 
８ 
１０ 
１１ 

１０ 
１１ 
１１ 
８ 
１１ 

１０ 

８９ 
１１０ 
９９ 
９２ 
１１５ 

１２７ 
１２４ 
１２０ 
１４９ 
１３３ 

１３５ 
１４１ 
１６３ 
１４６ 
１３５ 

１１９ 

１３４ 
１１５ 
１３４ 
１７６ 
１４４ 

１３２ 
１３６ 
１１０ 
１１５ 
１０５ 

１３６ 
１２０ 
１４１ 
１３０ 
１３３ 

１４５ 

２３０ 
２３２ 
２３７ 
２７８ 
２７３ 

２７７ 
２７６ 
２５２ 
２８６ 
２６１ 

２９６ 
２８８ 
３３１ 
３０６ 
３０６ 

２９８ 

脂身 
商材 

２１ 
２３ 
２２ 
２６ 
３３ 

３５ 
３４ 
３９ 
３７ 
４７ 

４８ 
４４ 
４５ 
４６ 
５６ 

６０ 

赤身 
商材 

４４３ 
４５７ 
４９９ 
５３５ 
４９０ 

４８７ 
４４１ 
４５０ 
４５７ 
４３３ 

４５７ 
４５３ 
４６７ 
４３８ 
４２５ 

４１８ 

４６４ 
４８０ 
５２０ 
５６１ 
５２４ 

５２３ 
４７６ 
４９０ 
４９４ 
４８０ 

５０５ 
４９７ 
５１２ 
４８４ 
４８１ 

４７８ 

合計 くろ 
まぐろ 

みなみ 
まぐろ 

めばち きはだ 合計 

（単位　千トン）
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赤身商材についても資源状況は楽観でき

る状況にはなく，さらにわが国輸入量の多

くを占めてきた（05年，56％）台湾での減

船の影響も今後具体化する。
（注４）「びんなが」は，「ビントロ」に代表される
ように一部刺身としての消費もあるが，ツナ缶
詰（ホワイトミート）やその他の加工食品の原
料としての消費が多い。逆に，「きはだ」は，一
部ツナ缶詰（ライトミート）の原料として使用
されるが，「めばち」とともに一般家庭消費向け
の有力な刺身商材となっている。

（２） 需要動向

わが国のマグロの消費形態は家庭での刺

身消費であり，国内消費量の70％前後，直

近では８割を占める状況にある。なかでも

｢刺身単体｣で購入される割合が高いが，ス

ーパー等では「刺身盛り合わせ」等付加価

値商品の販売に積極的に取り組んでいる。

また，すし店や弁当給食等狭義の外食産

業部門の売上げは，（財）外食産業総合調

査研究センターの外食産業市場規模調査に

よれば軒並み減少しており，これに対応す

る外食・持ち帰り関係での消費量は近年減
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少傾向にあ

る。ただし，

唯一増加し

ている｢料

理小売業｣

や統計上把

握されない

｢ 惣 菜 ｣ や

｢弁当｣など

でのマグロ

消費は伸び

ているもの

と思われる。
（注５）

一方，家計支出の面からの動向は次のと

おりである。すなわち，１世帯当たりの生

鮮魚介への年間支出金額は，減少傾向にあ

る食料支出に連動する形で減少（相関係数

0.984）しているが，マグロへの支出は相対

的には堅調であり，マグロ人気の高さがう

かがわれる（第４表）。少なくとも，02年

までは生鮮魚介支出に占めるマグロへの支

出割合は徐々に高まっている。しかし，03

年以降同割合は低下に転じ，他の魚種への

代替など状況変化も推測される。ちなみに，

90～02年を対象期間とした生鮮魚介支出と

マグロ支出の相関係数は0.511であり，生

鮮魚介への支出が減ってもマグロへの支出

はそれほど減少しなかったが，03年以降で

みた相関係数は0.970であり，生鮮魚介支

出の減少に対して連動性を高めている（第

５表）。

こうした状況についてより詳細にみるた

め，１人当たり消費量の推移をグラフ化し

大西洋 
ICCAT

インド洋 
IOTC

資料　（独）水産総合研究センターホームページ「平成１８年度国際漁業資源の現況」により作成     
（注）　資源水準／資源動向で表記。 

第3表　マグロ類の海域別資源状況 

東大西洋： 
　低位／減少 
西大西洋： 
　低位／横ばい 

クロマグロ 

ミナミマグロ 

－ 

東部太平洋 
IATTC

－ 

中西部太平洋 
WCPFC

調査中／調査中 

全水域 
CCSBT

海域･地域漁業管理機関 

－ － － － 低位／横ばい 

キハダ 中位／横ばい 中位／横ばい 中位／横ばい 中位／横ばい － 

メバチ 低位／横ばい 中位／減少 低位／横ばい 中位／横ばい － 

－ 

北大西洋： 
　中位／横ばい 
南大西洋： 
　中位／横ばい 

ビンナガ 中位～低位 
／減少 － 

北太平洋： 
　高位／横ばい 
南太平洋： 
　高位／減少 
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たものが第１図である。生鮮魚介とマグロ，

それと代替関係にあるとされる生鮮肉と牛

肉について，１人当たり消費量を整理して

いる。

マグロの消費は，95～97年と直近の06年

を除き，おおむね順調に推移している。95

～97年の低下は，95年の阪神・淡路大地震，

オウム事件，翌年のＯ-157発生等，とくに

生もの消費をめぐる環境情勢の悪化による

ものであり，一時的なものであった。06年
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については，後述のように台湾船の減船を

契機とした価格上昇期にあり，こうした事

情が反映したのか，あるいは前述したよう

に03年以降急激に減少している生鮮魚介消

費との連動性が高まった結果なのか，今後

の動向に注目したい。

生鮮肉，牛肉の場合，2000年までは両者

がほぼ連動する形で推移してきたが，01年

のBSE発生を契機に急変している。牛肉の

消費が急減後も回復せず減少気味に推移し

ているのに対し，生鮮肉は04年を底に増加

に転じ，05年に初めて生鮮魚介消費量を上

回る状況となっている。増加に転じた生鮮

肉のなかで牛肉消費の減少が進んでおり，

むしろ他の生鮮肉に振り替わる形で推移し

ている。

なお，マグロと牛肉間，生鮮魚介と生鮮

肉間の代替性はうかがえず，かつてのそう

した関係の希薄化も進んでいる。

（単位　円，％）

９０年 
９１ 
９２ 
９３ 
９４ 

９５ 
９６ 
９７ 
９８ 
９９ 

００ 
０１ 
０２ 
０３ 
０４ 

０５ 
０６ 

食料支出と生鮮魚介支出の相関係数 
食料支出とマグロ支出の相関係数 
生鮮魚介支出とマグロ支出の相関係数 

０．９８４ 
０．８９６ 
０．９０１ 

資料　総務省『家計調査年報』       
（注）１　「二人以上の世帯」全世帯（９９年までは農林漁家世

帯を除く）にかかる数値。 
２　シェアは, 生鮮魚介支出に占めるマグロ支出の割
合。   

第4表　家計支出の動向 

１，０３０，１２５ 
１，０７６，３２５ 
１，０８１，１８８ 
１，０６８，７６０ 
１，０５７，０６６ 

１，０２４，５１８ 
１，０１６，３３１ 
１，０３３，３７３ 
１，０２７，２９３ 
１，００５，９７３ 

９７３，６８０ 
９４５，５７１ 
９３９，２１８ 
９１９，６６６ 
９１４，７１２ 

９０２，００３ 
８９１，４３９ 

７７，９７９ 
８０，９４９ 
８３，７２２ 
８１，１２８ 
７６，１５８ 

７６，０８６ 
７３，０７３ 
７４，０３９ 
７２，９４０ 
７０，１２０ 

６７，８４７ 
６５，０５６ 
６４，５６４ 
６０，４８７ 
５７，６７０ 

５６，０１８ 
５５，３１５ 

８，３２４ 
８，７３６ 
９，４１６ 
９，１２１ 
９，２２６ 

８，９２８ 
８，３２７ 
８，４３５ 
８，９６５ 
８，６５９ 

８，４５３ 
８，３０３ 
８，２４７ 
７，６４４ 
７，３０１ 

６，９４２ 
６，６３５ 

１０．７ 
１０．８ 
１１．２ 
１１．２ 
１２．１ 

１１．７ 
１１．４ 
１１．４ 
１２．３ 
１２．３ 

１２．５ 
１２．８ 
１２．８ 
１２．６ 
１２．７ 

１２．４ 
１２．０ 

食料支出 うち 生鮮魚介 うちマグロ （シェア） 

資料　第4表に同じ 

第5表　マグロ支出にかかる相関係数の変化 

相関係数算定 
対象期間　　 

食料支出と生鮮魚介支出の相関係数 
食料支出とマグロ支出の相関係数 
生鮮魚介支出とマグロ支出の相関係数 

０．９０９ 
０．６３８ 
０．５１１ 

→ 
→ 
→ 

→ 

０．９１６ 
０．９８５ 
０．９７０ 

９０～ 
０２年 

０３～ 
０６  

資料　第４表に同じ  
（注）　１世帯当たりの品目別年間購入数量を世帯人員で除

して算出。 

１５ 
（ｋｇ） 

４０ 
（１００ｇ） 

１４ 

１３ 

１２ 

１１ 

１０ 

３５ 

３０ 

２５ 

２０ 

１５ 

１０ 

５ 

０ 
９１ 
年 

９３ ９５ ９７ ９９ ０１ ０３ ０５ 

第1図　１人当たり消費量の推移 

牛肉（右目盛） 

マグロ（右目盛） 
生鮮肉 

生鮮魚介 



（注５）同調査は，総合スーパーや百貨店直営の
｢料理小売業｣を含んでいないが，こうした業態
での｢弁当｣や｢惣菜｣の売上げが伸びており，現
状把握されていないマグロ消費も相当量あるも
のと考えられる。

（１） 産地価格の動向

ａ　水揚量と産地価格

マグロ供給量に占める国内生産割合は，

近年低下傾向にあるとはいえ約４割程度を

占めており，当然産地価格との関連性が想

定される。刺身向けマグロ３魚種（「まぐ

ろ」「めばち」「きはだ」）について，冷凍・

生鮮別に水揚量と産地価格の関連性を整理

したものが，第２，３図である。魚種間の代

替や，冷凍・生鮮間の代替関係も考えられ

るが，用途（脂身商材と赤身商材）や流通

経路（市場外流通主体の冷凍マグロと市場流

通主体の生鮮マグロ）の違いがこうした代

替関係を希釈するとの前提で，当該魚種の

水揚量と価格の関連性のみ整理している。

冷凍マグロに関しては，いずれの魚種も

「数量減→価格上昇，数量増→価格低下」

という関係にはない。この点，輸入品との

競合関係が影響している可能性もあるが，

ここではむしろ年の経過とともに価格が低

下傾向にあることに注目したい。生鮮マグ

ロについても，「めばち」「きはだ」に関し

てはほぼ同様の動きであり，冷凍マグロの

場合と同様，年の経過とともに価格が低下

している。また，数量変化に対応する価格

変動域が狭いという「きはだ」の特徴や数

量減のなかでの価格低下という「めばち」

の特徴は，冷凍・生鮮共通である。消費者

に受け入れられる赤身商材としての価格

帯，赤身から脂身への消費者ニーズの変化

等が背景にあるものと考えられる。

唯一，生鮮の「まぐろ」に関して相応の

相関関係がみられる。「生鮮優先」とした

量販店は１社のみであったが，他の量販店

でも食感の良さや鮮度感があることからそ
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（logP） 

〈
価
　
格
〉 

〈数　量〉 

資料, （注）とも第２図に同じ 

３．５０ 

３．００ 

２．５０ 
４．５０ 
（logQ） 

３．００ ３．５０ ４．００ 

第3図　水揚量と産地価格（生鮮） 

y＝－０．３５０５x＋４．４９０６ 
R２＝０．６１９ 

９１ ９２ 
９３ ９８ 

０３ 

０１ ０２ 
９７ 

９６ 
０４ 
０５ 

０５ 

９５ 

９１ 

０５年 

９１ 
９４ まぐろ 

きはだ 

めばち 

〈数　量〉 

４．５０ 
（logQ） 

３．２０ ３．５０ ４．００ 

〈
価
　
格
〉 

資料　農林水産省『水産物流通統計年報』より筆者作成  
（注）　「まぐろ」は, 「くろまぐろ」と「みなみまぐろ」の合計。 

４．０ 
（logP） 

３．５ 
００ 

０５年 ０４ ０３ ０２ 

９６ 

９３ 
９２ ９１ 

９５ 
９４ 

０５ 

０５ 

９１ 

９１ 

９７ 
９９ 

３．０ 

２．５ 

第2図　水揚量と産地価格（冷凍） 

９８ ０１ 

まぐろ 

きはだ 

めばち 

２　マグロの価格動向



こそこ売れる商材と位置づけている。初夏

や秋口など時期的なものとしながらも取扱

いには前向きであり，こうした事情が上記

の相応の相関関係に反映しているものと思

われる。

ｂ　輸入価格と産地価格

国内向けのマグロ供給は，国内生産（水

揚量）と輸入によって行われており，両者

は競合と補完という形で密接な関係にあ

る。こうした事情から，必然的に輸入価格

も産地価格に影響を及ぼすものと考えられ

る。生産から消費にいたる各段階での価格

動向が統計的に把握できる冷凍｢めばち｣に

関して，こうした状況を整理すれば次のと

おりである。

産地価格の輸入価格に対する優位性は，

01年の４，５月を境に消失し，以降両価格

とも基本的には700～800円／kg前後で推移

し，ほぼ同価格（おおむねプラスマイナス

100円の価格差）という状況にある。例外的

な動きが06年６～８月と07年10，11月にみ

られるが，前者は台湾船減船の動きを反映

した輸入価格の上昇，後者は中国産マグロ

の風評被害を背景とする同価格の低迷とい

う特殊要因によるものである。

両者の価格差については，市場関係者や

マグロ流通業者へのヒアリング時（02～03

年）に，操業漁場や漁船設備面も含めた冷

凍技術に差がなくなっていると指摘する業

界関係者がいたこととも符合する。漁場や

漁法の違いを指摘し，依然として日本船マ

グロの品質面での優位性は残っているとし

た業界関係者もいたが，輸入価格と産地価

格の価格差でみる限り，品質面での差はな

くなっていると言えよう。

なお，小売価格も基本的にはこうした価

格動向を反映した動きとなっている。06年

６月以降徐々に上昇し，同年秋以降従来価

格を６％程度上回る420円前後（100ｇ当た

り）で推移していたが，07年５月に下げに

転じ，６月にはほぼ従来水準にまで下げて

きている。この５月以降の下げがきつく，

産地価格や輸入価格の動向とは異なる動き

となっているが，「赤身の下落傾向継続」

「客の一点単価（プライス・ポイント）が下

がってきている」とした大手スーパー関係

者の話を裏付けるものと言えよう。

（２） 消費地価格の動向

刺身向けのマグロとしては，前述のとお

り４種あるが，これらをひとくくりにして

刺身マグロとするわけにはいかない。市場

での評価が，脂身（トロ）商材としての

「くろまぐろ」「みなみまぐろ」と，赤身商

材としての「めばち」「きはだ」というよう

に，魚種・品質面において大きく二分され

るからである。

消費地市場（10都市中央卸売市場）にお

ける取扱状況（91～05年）から，マグロの

取扱数量と価格の相関を魚種別にみたもの

が第６表である。冷凍および生鮮の「まぐ

ろ」のみが高い相関関係を示し，「めばち」

や「きはだ」にはそうした相関関係はない。

これを図示したものが，第４図である。

「まぐろ」以外は，卸売数量と無関係に価

農林金融2008・3

ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。

41 - 149



ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。

格が決定されているかのようであり，脂身

商材と赤身商材の違いが浮き彫りになる。

さらに言えば，「めばち」は年の経過とと

もに価格水準を切り下げ，「きはだ」

は極めて狭い価格帯で推移してい

る等の特徴もみてとれる（生鮮マ

グロについても同様である）。

消費地市場価格の推移をみた場

合，90年代前半はすべてのマグロ

魚種で急速な価格低下がみられ，

しかも従来高価格域にあった魚種

ほどその程度が著しいという特徴

がある。90年代後半以降は若干弱

含みという状況で推移していたが，

近年新たな兆候もみえ始めた。す

なわち，「まぐろ」の下げ止まりであり，

冷凍は02年以降，生鮮はここ２年，強含み

横ばいでの推移となっている。しかし，

「めばち」と「きはだ」に関しては，横ば

いで推移している生鮮「きはだ」を除き，

弱含みながらも下げ基調が続いている。

こうした兆候を，冷凍マグロに関して直

近データでみたものが第５図である。「く

ろまぐろ」と「みなみまぐろ」は，06年後

半以降価格上昇が続いており，とくに07年

に入っていっそうその水準を切り上げてい

る。05年を基準とする月平均卸売数量は，

「くろまぐろ」が94％（06年），78％（07年），

「みなみまぐろ」が87％（06年），59％（07

年）と減少傾向にあることがその背景にあ

る。「きはだ」も，76％（06年），81％（07

年）と卸売数量は低調裡に推移しており，

若干価格面にもそうした傾向がみられる。

しかし，「めばち」に関しては，94％（06

年），102％（07年）とほぼ同一水準の卸売

数量となっているためか，価格面でもほぼ
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資料　第２図に同じ  
（注）「まぐろ」は, 「くろまぐろ」と「みなみまぐろ」の合計。 

３．６０ 

３．４０ 

３．２０ 

３．００ 

２．８０ 
４．５０ 
（logQ） 
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第4図　卸売数量と価格の関係（冷凍） 

y＝－０．９２２１x＋７．４１３６ 
R２＝０．８１４４ 

９１ ９３年 
９２ 

９４ 
９６ ９７ 
００ ０１ 

０２ 

０５ 
０５ 

９１ 

９１ 

９８ ０３ ０４ ０５ 
９９ まぐろ 

きはだ 

めばち 

資料　まぐろ需給協議会資料（漁業情報サービスセンター調べ） 

３，９００ 
（円／kg） 

３，４００ 

２，９００ 

２，４００ 

１，９００ 

１，４００ 

９００ 

４００ 
１月 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

第5図　冷凍マグロの魚種別消費地価格 
（東京都中央卸売市場） 

くろまぐろ（０６年） 

くろまぐろ（０５年） 

みなみまぐろ（０５年） 

みなみまぐろ（０６年） 

みなみまぐろ（０７年） 

くろまぐろ（０７年） 

めばち（０６年） 
めばち（０７年） 

めばち（０５年） 
きはだ（０６年） 
きはだ（０５年） 

きはだ（０７年） 

まぐろ 

めばち 

きはだ 

△０．９１３ 

０．１４６ 

△０．３５０ 

まぐろ 

めばち 

きはだ 

△０．８９７ 

△０．１０６ 

０．５１９ 

資料　第2図に同じ      
（注）1　10都市中央卸売市場。      

2　「まぐろ」は「くろまぐろ」と「みなみま
ぐろ」の合計。     

第6表　卸売数量と価格の相関係数 
（１９９１～２００５年）　 

冷凍 生鮮 



同一水準で推移している。

これらの動きは，卸売数量（＝市場入荷

量）が影響しているともみられるが，前掲

第４図との整合性にとくに支障はないだろ

う。単に卸売数量との関係だけというので

あれば，「きはだ」の価格上昇度合いはも

っと大きくなってもよいはずだからである。

（３） 在庫量と価格動向

在庫量も産地市場や消費地市場における

価格形成に影響を及ぼすとされる。農林水

産省の『水産物流通統計年報』では冷凍マ

グロ類の在庫統計を「めばち」「きはだ」

「その他」に区分しているが，このうち代

表的な「めばち」について，こうした関係

を整理した（第６図）。

一見して，産地価格と消費地価格がほぼ

平行して推移していること，在庫の増減が

産地価格や消費地価格に反映していること

などがみてとれる。とりわけ前者に関して

高い相関が推測され，後者に関しても，タ

イムラグがあるものの01年までは在庫量の

減少とともに産地価格や消費地価格が上昇

し，在庫量の増加ともに両価格が低下する

など，一定程度の逆相関がみられる。しか

し，02年以降は，在庫量の増減に伴って価

格が低下，あるいは上昇しているものの，

その感応度は従来に比べ低いものとなって

おり，99～02年ごろを境に様相が変化した

ことがうかがえる。

第７表は，こうした状況をより具体的に

把握するために整理したものである。産地

価格と消費地価格の相関係数は，いずれも

0.9を超えており，密接な関係に変化はな

い。また，平均在庫量と産地価格，平均在

庫量と消費地価格については，99年までは

そう強いものではないが逆相関の関係にあ

った。しかし，2000年以降ではいずれも順

相関の関係に転じている。もっとも，期間

の設定次第で相関係数も変動するので，あ

くまでも参考程度の意味合いではあるが，

在庫数量の減少が価格の低下をもたらすと

は到底考えられず，むしろ在庫数量とは無

関係に価格が決定するようになったと理解

すべきだろう。この点，「当用買いで十分

（対応できる）ということで，マグロの一船

買いをやめる動きがでてきている」とした

マグロ買付業者の話（07年８月）とも一致

する。
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平均在庫量 

資料　第２図に同じ 
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第6図　在庫量と価格の動向（冷凍めばち） 
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第7表　在庫量と産地・消費地価格にかかる 
相関係数の変化　　　 　 

産地価格と消費地価格の相関係数 
平均在庫量と産地価格の相関係数 
平均在庫量と消費地価格の相関係数 

０．９１４ 
△０．４９１ 
△０．５８８ 

→ 
→ 
→ 

→ 

０．９４２ 
０．６５９ 
０．６９４ 

９１～ 
９９年 

００～ 
０６  



（１） 量販店における価格設定

マグロ消費の主体である家庭消費におい

て，その購入先は主にスーパー等量販店と

なっている。このスーパー等におけるマグ

ロの定番商品化の進展は，変動する産地価

格を主体とする価格形成から，消費者に受

け入れられる価格としての固定的な価格水

準へと，マグロの価格形成における大きな

転換をもたらした。
（注６）

こうした経過のなかで，

価格決定の主導権を握ったスーパー等の動

向は，何にも増してマグロの魚価形成上の

重要なポイントとなっている。

ちなみに，02～03年に実施した量販店

（スーパー３社，鮮魚専門店１社，２生協）

でのヒアリング調査の結果は，概略以下の

ような内容であった。

①これら量販店の水産部門においてマグ

ロが占める比重は，各業態，各社それぞれ

であるがいずれも10％を超え，なかには

20％弱とする量販店もあるなど，共通して

水産部門最大の商材と位置づけられている。

②赤身商材と脂身商材の構成比やサク売

りの割合についても，各社まちまちという

状況であるが，脂身商材の割合の増加，サ

ク売りの減少や「切り落とし」「お造り」等

の増加という方向性は共通。

③量販店の主要な仕入先は，ほぼ共通し

て一船買い取引を行うマグロ買付業者であ

り，多くは「ブロック」形態で仕入れてい

る。
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④各社の販売価格は，「消費者に受け入

れられる価格」としてほぼ同水準（大トロ

1,300円，中トロ700～900円，メバチ赤身300

～400円）に設定されている。「価格設定は，

この値段で売れるかが第１で，第２が他社

の価格。収益は，仕入におけるバイイング

パワーで確保」とした量販店に代表され

る。

⑤仕入価格の商談は，一定期間（数か月）

ないしロット単位。

⑥「めばち」や「きはだ」等の赤身商材

で始まった量販店におけるマグロ商材の定

番化は，蓄養マグロの輸入拡大によって

「くろまぐろ」や「みなみまぐろ」にも波

及しつつあり，定番商品化とともに仕入価

格もほぼ固定化。

現在もこのような状況に大きな変化はな

く，むしろ②の脂身商材へのシフト，「切

り落とし」等すぐ食べられる商品形態への

シフトが進んでおり，売り場構成の変化や

特売等の折込チラシ掲載商品からもそうし

た状況がうかがえる。今回の小売店頭価格

調査で
（注７）

は，前回調査（02年12月～03年２月

実施）との比較において，代表的な脂身商

材である「くろまぐろ」（生，養殖）が15～

30％程度上昇，赤身商材「めばち」（解凍）

は同価格という状況であり，「脂身は横ば

いないし若干上昇，赤身の下落傾向継続」

（大手スーパー関係者談）という状況に合致

する。今後の注目点は，前回調査時点で

1,800～2,000円としていたトロの上限価格

に近づく脂身の価格がどう推移するか，低

迷の続く赤身商材に代替需要が起きるのか

３　魚価形成をめぐる動向と展望



ということになろう。
（注６）出村（2004）53～54頁。
（注７）07年７～８月実施。調査対象は大手総合ス
ーパー２社，大手系列食品スーパー１社，中堅
食品スーパー１社，１生協の５店舗。

（２） 今後の展望

マグロの需給動向でみたように，「くろ

まぐろ」と「みなみまぐろ」については今

後とも供給量の減少が見込まれる。また，

「めばち」と「きはだ」についても，台湾

船減船や燃油高騰下での不漁を背景とする

休漁等の影響はこれからであり，さらに現

状の資源状況から漁獲規制強化も避けられ

ず，わが国への供給量は減少するものとみ

られる。こうした状況下で，マグロの価格

がどう推移するかが注目される。

玉置（2006）は，世界の生産量やわが国

の所得水準（１人当たり可処分所得）等で

説明する価格関数を推定し，生産量削減が

もたらす価格変化をシュミレーションして

いる。その結果，「くろまぐろ」は削減率

18.7％で25.8％の価格上昇，「めばち」は削

減率21.6％で23.6％の価格上昇，「きはだ」

は削減率23.6％で11.1％の価格上昇と予測

している。
（注８）

実際，「まぐろ需給調整協議会」

（水産庁）の資料に基づき，東京都中央卸

売市場における冷凍マグロの取扱状況から

こうした関係をみれば，「くろまぐろ」が

取扱数量16.9％減で27.0％の価格上昇，「み

なみまぐろ」が37.5％減で24.8％の上昇，

「めばち」が1.1％減で7.4％の上昇，「きは

だ」が22.4％減で56.3％の上昇となってお

り，数量の減少は価格の上昇に反映してい

る（05年の数量，価格を基準とした07年１～

６月の実績値）。

「まぐろ」に関しては，消費者の脂身志

向もあって一定程度の価格上昇はありうる

だろうが，「めばち」や「きはだ」につい

ては，こうした価格動向が一時的なもので

はなく今後も続くのかどうかである。換言

すれば，消費地市場において従来みられた

「まぐろ」における数量と価格の相関性が，

そのような関係になかった「めばち」と

「きはだ」（前掲第２図参照）にも及びつつ

あるのかどうか，それが「めばち」と「き

はだ」の主たる流通経路であるマグロ買付

業者を経由する市場外流通にも波及してい

るのかということである。

この点，家計支出や水産物消費，あるい

はマグロ消費動向の現状（「需要の動向」参

照）から，今より高い値段でもマグロを購

入しようとする強い消費者ニーズがあると

は思われず，否定的にならざるを得ない。

結論的に整理すれば，脂身商材については

今後若干の価格上昇が見込まれるが，その

余地はそれほど大きくなく，また赤身商材

に関してはせいぜい現状価格程度での推移

と言えるのではないだろうか。近時の量販

店における店頭価格の動向なども，その証

左として挙げられる。また，「川上インフ

レ，川下デフレ」という経済情勢下，消費

状況を踏まえた大手スーパー等の対応も厳

しい。ちなみに，バイオエタノール問題を

契機とした穀物等原料価格上昇を受けて食

品メーカー等の製品価格への転嫁も相次い

で発表されているが，大手スーパー等への

浸透は不透明な状況にある。
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マグロに限らず，水産資源は適切に管理

すれば無限に再生産可能な天然資源であ

り，そこに食料としての貴重性がある。水

産物全般に，燃油の高騰等による漁業生産

コストの上昇が魚価に反映しない状況が続

いているが，食料確保の視点からも，持続

的な漁業生産を可能とする魚価形成に期待

したいものである。

（注８）基準年は2004年（生鮮・冷凍区分未確認）。
なお，「きはだ」は，世界生産量，「きはだ」缶
詰生産量，「びんなが」輸出価格で説明する価格
関数としている。
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